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１．はじめに

学校法人大淀学園（以下「本学園」という。）は、教職員の心身の安全を守り、

健全な職場環境と教育研究環境の維持及び向上のために行動しています。その一

方で、本学園の教職員に対するカスタマーハラスメントに対応するため、「学校法

人大淀学園カスタマーハラスメントに対する基本方針」を策定しました。

２．本学園におけるカスタマーハラスメントの定義

本学園に対する言動・要求のうち、言動の内容が社会通念上許容される範囲を

超えるもの、また、手段や態様が社会通念上許容される範囲を超えるもの。

３．本学園におけるカスタマーハラスメントに該当する行為の例

(1) 身体的な攻撃（暴行、傷害、物を投げつける、わざとぶつかる、唾を吐きか

ける等）

(2) 精神的な攻撃（脅迫、インターネット・SNSへの投稿、無許可での動画撮影

・録音、名誉毀損、侮辱、暴言、土下座の強要等）

(3) 威圧的な言動（大きな声をあげて威圧する、反社会的な言動等）

(4) 継続的、執拗な言動（電話・メール等での質問の繰り返し、揚げ足取り等）

(5) 拘束的な言動（不退去、居座り、監禁等）

４．本学園におけるカスタマーハラスメントへの対応

(1) 本学園がカスタマーハラスメントに該当すると判断した場合は、毅然とした

態度で対応し、その態様・程度に応じて、対応方法の変更及び終了等、その他

必要な措置を講じます。また、特に悪質と判断した場合には、警察、弁護士等

その他関係機関と連携し、厳正に対処します。

(2) 本学園は、対応内容の正確な把握及び教職員の安全確保のため、必要に応じ

て、応対内容の記録（録音、録画等）を行う場合があります。


